
第三者意見・検証報告
信頼性を高めるとともに、社会の期待に応えるレポートとするため、第三者意見・審査をいただきました。

オカムラグループ（以下、同社）のSustainable Report 2024に
ついて、企業で経営倫理の実務を推進し、大学とその後の現研究
所でもその理論構築を通じて「CSR/SDGsの理論と実践の融合」
を促進してきた立場から、以下に第三者意見を申し述べます。

高く評価できる点：

時代が抱える様々な課題に果敢に挑戦し、
オカムラらしさを追求する姿勢を知ることができます。

新しいオフィスのあり方や働き方に関する調査・研究を生かしつ
つ、社会にイノベーションの推進と新しい価値を創出する取り組
みを進め、本業を生かした「オカムラらしさ」を社会に提言する姿
勢について知ることができます。
その一つがサステナビリティを進めるトップダウン＋ボトムアッ
プのガバナンス体制の確立です。前者のサステナビリティ委員会
によるマネジメント体制と、後者の従業員の参画による全社横断
プロジェクトによる、全社一体型になった推進体制が有効に機能
していることです。

水尾 順一 氏
駿河台大学名誉教授・博士（経営学）  
一般社団法人 日本コンプライアンス＆  
ガバナンス研究所代表理事／会長

（株）資生堂から、駿河台大学教授・経済研究
所長等を経て2018年3月末退職、現在に至る。
（株）ダイセル社外監査役。2010年ロンドン
大学客員研究員他。著書『サスティナブル・カ
ンパニー～「ずーっと」栄える会社の事業構想』
（株）宣伝会議など多数。

第三者意見

「オカムラグループ　Sustainability Report 2024」の発行にあ
たって、多くの分野のステークホルダーの皆さまより貴重なご意
見を多数いただき、それらのご意見を参考にした上で、持続可能
な社会の構築に向けた、当社グループの取り組みを報告させてい
ただきました。
水尾先生には、ご専門のお立場から忌憚のないご意見を頂戴し、
お礼を申し上げます。
サステナビリティを進めるトップダウン＋ボトムアップのガバナ
ンス体制について高く評価いただきました。現在の推進体制は
様々な試行錯誤を重ねてできたものであり、ご評価いただいたこ
とを大変うれしく思います。
また、今後に期待する点としてAIの活用による、「攻めと守りの
DX戦略」について触れて頂きました。当社は社会課題の解決と
持続可能な社会の実現に向けて、先端のデジタル技術の活用を積
極的に行っていますが、取り組みを「攻めと守り」の視点で見つ
め直し、さらなるDX風土醸成へとつなげてまいります。
今後も、パーパスである「人が活きる社会の実現」に向け、「豊か
な発想と確かな品質で、人が活きる環境づくりを通して、社会に
貢献する。」をミッションとして、全ての人々が笑顔で活き活きと
働き暮らせる社会の実現を目指しています。
 取締役 常務執行役員　山木 健一

第三者意見を受けて

その結果、オフィス環境事業や商環境事業、物流システム事業な
どにおける機能性や安全性、耐久性、信頼性をはじめとして良
い品質・デザインなどに生かされ、グッドデザイン賞やBest of 

NeoCon、German Design Award2024など、国内外で数々の
高い評価を得ていることを知ることができます。
こうした取り組みは、従業員の成長によって1+1が3以上の力を
発揮することが会社を大きくするといわれるように、一人ひとり
の従業員の能力開発がカギとなります。同社では「オカムラキャ
リアジャーニー」を掲げキャリア支援を行い、従業員同士の相互
理解の機会、学び続ける機会、挑戦する機会の提供や整備を通し
て、従業員と会社がともに成長する「人財育成」をめざしており、
こうした取り組みについても知ることができます。

今後に期待する点：

AIの活用による、
「攻めと守りのDX戦略」が期待されます。

同社は、各部門で実施していたDX推進を強化するため、2019年
4月にDX推進室を設置、さらに2022年4月にはDX戦略部に名
称変更し、全社をあげてDX推進に積極的に取り組んでいます。
今後のカギは、マネジメントやマーケティングの領域、さらには
新規事業なども含めて、AIの活用を通してDXがこれまで以上に
積極的な視点から経営戦略に生かされ、新しい提案や前向きの挑
戦が増えること、いわゆる「攻めのDX戦略」が期待されます。
一方、これまでの知見をもとに、経営に与える負の影響を予防す
る側面からの「守りのDX戦略」も重要です。情報セキュリティ対
策や自然災害リスク、人権リスク、さらには品質・安全・コンプ
ライアンスなど、多種多様なリスクマネジメントの分野で、リス

ク予測にAIの活用が生かされることが求められます。
こうしたAIを活用した「攻めと守りのDX戦略」の取り組みが、同
社における今後の持続可能な発展に結びつくことを心から祈念い
たします。
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第三者検証報告
第三者検証報告（環境データ）
https://www.okamura.co.jp/corporate/sustainability/report/pdf/2024/third_party_opinion_ed.pdf
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第三者検証報告（社会性データ）
https://www.okamura.co.jp/corporate/sustainability/report/pdf/2024/third_party_opinion_sd.pdf

オカムラグループ　Sustainability Report 2024 174

目 次 データ集責任ある企業活動従業員の働きがいの追求地球環境への取り組み人が活きる環境の創造サステナビリティ推進会社案内

https://www.okamura.co.jp/corporate/sustainability/report/pdf/2024/third_party_opinion_sd.pdf
https://www.okamura.co.jp/corporate/sustainability/report/pdf/2024/third_party_opinion_sd.pdf
https://www.okamura.co.jp/corporate/sustainability/report/pdf/2024/third_party_opinion_sd.pdf
https://www.okamura.co.jp/corporate/sustainability/report/pdf/2024/third_party_opinion_sd.pdf

	ボタン10: 
	Page 3: 

	ボタン11: 
	Page 3: 

	ボタン12: 
	Page 3: 



